



















































会場：立教大学 池袋キャンパス 太刀川記念館3階 多目的ホール
講師：広瀬要人氏（飯舘村教育委員会 教育長）
司会：阿部治
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りませんので、飯舘村の2世帯、3世帯の家庭は仮設住宅に入りきれません。その
ため、家族が離れざるを得ませんでした。もう1つが東電の補償です。第1回目の
補償は世帯ごとだったため、世帯を分けたほうがいいということで、世帯分離に
拍車がかかりました。そういった経緯で、現在は3,200世帯をこえています。
　主な産業は、米、野菜、花卉、和牛、石材等でした。和牛は、飯舘牛としてまさに
売り出しをしていた時期だったのです。3,000頭ほどいましたが、すべて処分さ
れてしまいました。震災前、飯舘牛は東京シティマラソンのマスコミ向けのお弁
当の食材にも使われていましたが、残念ながら幻の飯舘牛になるのではないかと
思っています。一部、牛を県外に避難させて飼育している人もいますが、飯舘村以
外で飼育した牛は飯舘牛とは言わないのです。
■日本で最も美しい村の理念“までい”
　飯舘村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟している村です(4)。「日本で最も
美しい村」連合は、小さくても輝くオンリーワンを持つ農山村が、自らの町や村に
誇りを持ちながら自立した町づくりをしていこうという連合体で、現在は全国で
49町村が加盟しています。飯舘村は2010年に加盟しました。審査会には私も参
加して、マイナス14℃の夜、非常に寒かったのですが、古い民家で星空を眺めなが
ら、おもてなしをしました。村にはたくさんのすばらしいものがありますが、この
とき村のみなさんは、飯舘村の星空を売りにしたのです。
　村づくりの大事な理念は「までい」です。これは「まて」（真手）という古語が
語源になっている方言です。「真手」には「手間暇惜しまず」「丁寧に」「心をこめ
て」といった意味があります。名刺を渡す時やお茶を出す時に、片手ではなく両手
で出します。このような「もろて」（両手）という意味もあります。「時間をかけて」
「手間暇を惜しまず」「心をこめて」村づくりをしていこうという理念です。
　①人と地域の繋がりを“までい”に、②からだと大地を“までい”に、③家族の
絆を“までい”に、④「食」と「農」を“までい”に、⑤人づくりを“までい”に、とい
う“までいな村づくり”を推進しています(3)。
　飯舘村を写真でご紹介します(5)。こちらは村の各地にある「種まき桜」のひとつ
です。大変きれいな風景ですが、この桜を目安に種蒔きを始めます。飯舘村に長
泥という地区がありますが、ここは現在、帰宅困難区域になっておりまして、自由
に入れなくなってしまいました(6)。長泥地区の桜は毎年、見物客で賑わうところで
す。村内には2ヵ所、天然記念物として水芭蕉群が保存されています。雑草に弱い
ので、なんとか消滅しないように、手入れをしているところです(7)。
　これは「ほんの森いいたて」という村営の本屋です(8)。全国には公設の本屋が
3ヵ所あるのですが、村営はここだけです。図書館も本屋もなかったので、1995
年にJPIC（一般財団法人出版文化産業振興財団）の支援を受けて立ち上げた本
屋です。立ち読みは歓迎ですが、長く読んでいると子どもたちも疲れるので椅子
を用意してあり、ここを舞台に読書活動を推進しています。
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　2010年には、読書年だったこともあり、全国に眠っている絵本を譲ってほしい
と、新聞やインターネットで呼びかけて絵本を集めるという事業がありました。1
年間で57,000冊集まり、村内にミニ図書館をつくって、子どもたちや村民に自由
に見てもらおうと企画した矢先に、東日本大震災が発生しました。体制づくりを
しましたが、機能しないまま避難してしまったという事業です。
　全国から寄せられた絵本の一部は、中学生に翻訳してもらい、飯舘村で寄
贈したラオスの学校で教材にしてもらっています。お互いさまという事業です
ね。2010年には、優良な読書団体として、文部科学大臣の表彰を受けました。
2013年1月31日に、オーストラリアから移動図書館車の寄贈がありますので、避
難先における読書活動の再構築をしていこうと準備をしています。
　村民の癒しとなっている村民の森「あいの沢」です(9)。5年間かけて、村で愛の
句を募集しました。黛まどかさんが選者になってくださいました。その入選作を、
村の白い御影石に彫ってあります。自分の句を見たくて全国から訪れる方も多い
です。向こうに見えるのが浮き橋です。
　まさに飯舘村らしい風景です(10)。さすがに飯舘村も機械で田植えをしています
が、これは浮き苗、倒れている苗、あるいは機械でミスした苗を手直ししていると
ころです。根気のいる作業ですが、飯舘村では差し苗と呼ばれており、腰に苗を
入れて1本1本差し苗をしているのです。
　相馬地方は、二宮尊徳の第一の弟子である高田高慶の出身地で、高田高慶は二
宮尊徳の娘を嫁にしました。飯舘村には二宮尊徳の教えが行き渡っており、江戸
時代に灌漑用水池が沢山作られました。これは池に生えている蓮です(11)。
　飯舘村らしい秋の芸術的な田園風景です(12,13)。藁は牛の飼料や堆肥になりま
す。今は牛に食べさせるわけにはいかなくなりました。
　これは、はやま湖です(14)。ここの水は相馬地方の飲料水・農業用水になってい
ます。たいへんきれいな湖です。
　飯舘村らしい冬の風景ですね(15,16)。今では、放射線量が半分くらいになりまし
た。冬は、雪に遮へい効果があるから線量が下がるのだそうです。こちらは、しみ
大根づくり(17)。大根を寒気にさらすと甘みが増すので、寒ざらし大根・しみ大根を
つくり、農家の保存食にしています。そして、子どもたちのソリ遊びの場面(18)。こ
れらが、飯舘村の震災前の風景です。
■飯舘村に放射能が降った
　次に、震災直後の飯舘村についてお話します(19)。2011年3月11日午後2時46
分、大きな地震が起きました。私は教育長室にいましたが、とても立っていられな
いほどの揺れでした。マグニチュード9、飯舘村は震度6強でした。飯舘村でも蛍
光灯のカバーや棚のものが落ちてくるという状況でしたので、海岸のほうはもっ
と揺れていたと思います。
　村としては、直ちに災害対策本部を設置しました。夕方には福島第一原発から
半径3km以内に避難指示、3～10kmの人に屋内退避指示が出され、翌3月12日
には、第一原発1号機で水素爆発、その日の夕方には、半径20km圏内に避難指
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示が出されました(20)。そして3月13日、南相馬市や双葉郡から700人近くの人た
ちが避難してきました。その頃は、飯舘村は原発から30～40kmほど離れてい
るので大丈夫だろうという思いが、近隣の市町村にありましたので、村内3ヵ所に
避難所を設置して、避難してきた人たちの対応に当たりました。これは役場内に
設置された対策本部です(21)。
　3月14日のお昼頃、第一原発3号機で水素爆発が起こりました(22)。村への避難
者は1,000人近くに増え、避難所を増やしました。
　3月15日、第一原発2号機で水素爆発、4号機で火災発生(23)。総理大臣が記者
会見をして、原発から10km圏内に避難命令、20～30km圏内には屋内退避命
令が出されました。私の自宅は南相馬市にありますが、原発から25kmくらいで
すので屋内退避圏でした。飯舘村の空中線量は44.70μsv/hを記録していまし
た。線量計は少なかったのですが、いくつか村にもありました。この線量がどうい
う意味を持っているのか、その時はまったくわかりませんでした。
　避難者は1,100人になり、避難所を5ヵ所に増やしています。3月15日は雨が降
り、雪も降りました。雨が降り、雪が降ったことで、飯舘村が汚染されたのです。
私たちは放射能が飛んできているということがわからず、目にも見えず、匂いもし
なかったので、雨や雪に濡れながら、炊き出しをして、避難者の方々の対応に当
たっていました。
　草野小学校に設置された避難所のスナップです(24)。奥のほうに「ご卒業おめで
とうございます」という看板が見えますが、3月11日は中学校の卒業式が終わっ
たばかりでした。幼稚園は3月18日、小学校は3月23日を予定しておりましたの
で、幼稚園と小学校の卒業式はできなかったわけです。卒業式の準備をしていた
看板を見ると心が痛みます。
　落ち着いたら、幼稚園と小学校の卒業式をやろうと、卒業証書は、私がお預か
りしました。何ヵ月か経つと、保護者の方が「卒業式をやってください」と訴えて
きたのです。「気持ちの整理ができない」と。幼稚園の年長組は小学生になりま
したし、小学6年生も中学1年生になっていましたが、入学しても気持ちの整理が
つかない、けじめがつかないから、卒園式・卒業式をやってほしいという要望を受
け、9ヵ月遅れて2011年12月25日に行いました。NHKと俳優の伊勢谷友介さん
たちの協力で実現され、これは報道もされたので、ご覧になった方もいらっしゃる
かと思います。
　3月16日、飯舘村の放射線量は38.70μsv/hでした(25)。この頃になると、飯舘
村から避難する人も増えてきました。飯舘村に避難してきた人が、再避難をする
わけです。避難者は887人に減りました。
　3月17日、村としてもこのままではダメだということで、最悪のケースを考えて、
浜のほうから避難してきた人たちや村民の避難希望者を、栃木県の鹿沼市に避難
させることを決定しました。県の斡旋で栃木県と話し合いをして、鹿沼市で2,000
人を受け入れてもらえることになりました。これは避難する時の様子ですが、2回に
分けて、鹿沼市に509人避難しました(26)。私は団長として鹿沼市に行っていました
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が、非常に手厚いおもてなしをしていただき、今でも感謝しています。
　これは途中でスクリーニングを受けた時の様子ですが、ガイガーカウンターで
全身の放射線量の測定をしました(27)。一番汚れているのが靴なのです。靴を徹
底的にその場で洗浄して、それでも放射線量が高い場合は靴底をナイフで削った
りしていました。それでも駄目な靴は没収されて、ビニールの靴のカバーのような
もので鹿沼市に避難した人がいました。
■学校再建への取り組み
　それでは、学校の再建をどのように進めて来たかをお話しします(28)。
　私は、2011年3月24日に鹿沼市から戻りました。児童生徒および教職員の安
全と健康を担保しながら、正常な学校経営をするためにはどうすべきか、村長と話
し合いまして、村外に幼稚園、小学校、中学校を移設しようという方針を決定しま
した。被災市町村の中ではいちばん早い結論だったと思います。
　この時に、学校移設の3条件を設定しました(29)。1つは、「飯舘村に近く、放射
線量の低い村外の地域にすること」。全村避難ということは想定されていません
でしたので、大人は村外から村に通わせて仕事をさせようと考えていました。村
外に避難させて、子どもを親元から通わせることにしよう。これは、親と子どもを
切り離せば、親も子どもも精神的に不安定になって、新たなリスクが生じるであろ
うという思いがあったからです。
　全国から、施設・設備を提供するので、子どもを疎開させてはどうかという提案
もいただきました。非常にありがたいご提案でしたが、1つ目の条件と同様、子ど
もを親元から離すことは新たな教育問題を生むだろうということで、「子どもを
親元から通わせること」を2つ目の条件としました。
　3つ目は、「子どもをバラバラにしないこと」です。子どもがバラバラになれば、
大人もついていきますから、子どもはバラバラにしないようにしようと決めたので
す。被災市町村の中では、避難先の学校に入るようにと指導したところも多かっ
たのですが、飯舘村と大熊町は町村で設置した学校に通ってほしいと案内をしま
した。今、その違いが出ています。飯舘村は当初、7割くらいの子どもが残ってい
ました。大熊町も会津に学校を設置しましたが、6割くらいの子どもが残っていま
す。しかし、他の市町村は避難先の学校に入るように指導したため、今、学校を再
開してもなかなか子どもが戻ってこないという状況があります。
　このように、学校の移設に取り組み始めました。この条件に合うのが、隣町の川
俣町でした(30)。川俣町の双葉郡に近い部分は放射線量が高いのですが、それ以
外は線量が低かったのです。0.1～0.2μsv/hほどの状況でしたので、川俣町に幼
稚園、小学校、中学校の移設を引き受けてもらえないかとお願いをしたところ、快
く引き受けてもらうことができました。
　幼稚園は、川俣幼稚園と富田幼稚園に、それぞれ2部屋ずつお借りして、飯舘村
の2つの幼稚園の子どもたちを入れました。小学校は、川俣中学校に11教室お借り
して、飯舘村の3つの小学校の子どもたちを入れたわけです。また、県立川俣高校
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に5教室お借りして、中学校の子どもたちを入れました。学校を村外に移設するの
は大変な事業で、あちらこちらで説明・許可・了解と、かなりのエネルギーが必要で
した(31)。まずは村の教育委員会、幼小中学校長会、議会、村のPTA連絡協議会、全
教職員や保護者にも説明会を開きました。そして、引き受けていただく川俣町の教
育委員会にもお願いをしに行きました。県の教育委員会にも行きました。
　こういうことを丁寧にやっていかないと、後で様々なトラブルが出るのです。保
護者から意見、要望等がたくさんありました(32)。もっともな意見ばかりでしたの
で、ひとつひとつ丁寧に対応していきました。中学3年生のお子さんを持つ親御さ
んには、進学先の高校が福島市と学区が同じエリアになるので情報を提供してほ
しいと言われました。浜通りよりも福島市のある中通りのほうが、レベルが少し
高いことを心配されていたのです。
　4番目にあるように、スクリーニング、甲状腺検査、健康診断を定期的に実施し
てほしいという要望もあり、これは今も続けています。5番目は就学援助制度の
充実です。基本的に飯舘村の場合には教育にかかるお金はゼロに近づけようと取
り組んでいますが、このことは後でお話します。
　これは、夜に保護者会を行った時の写真です(33)。カメラが入っていますが、この
当時はどこに行ってもマスコミに追いかけられていましたね。NHKだけでも4つ
のグループが入っていました。震災前には、マスコミが来るようなことはあまりな
かったのですが、震災を機にマスコミに晒される機会が増えました。
■避難先での学校運営
　そうして、いよいよ避難先で学校をスタートさせたわけですが、例年よりも2週
間ほど遅れました。学校再開にあたって、教育長として、教職員のみなさんにメッ
セージを出しました。
「避難中なのでできないこと、不自由なことがたくさんあります。でも、ないもの
探しはやめよう。今だからできること、今だからやらなければならないことを創意
工夫しよう。減点法の教育ではなく、加点法の教育をしよう。アラ探しの教育で
はなく、宝探しの教育に努めよう。努力はすべての扉を開くのです」
　これは先生方に行き渡り、教育長の呼びかけに応えて活動してくれました。
　4月21日、川俣町で新学期をスタートしたのですが、翌日22日に、飯舘村が計画
的避難区域に指定されました(35)。1ヵ月を目安に全村避難してほしいと言われたの
です。想定していなかった事案でしたので、村には動揺が広がりましたが、4月22
日から1ヵ月後に6,200人の村民が村外に避難することになったわけです。
　スクールバスで避難先から登校している写真ですが、このスタイルは、夏まで
続きました(36)。マスクをつけて、帽子をかぶって、長袖のシャツを着て、真夏で
もこういう服装でした。どこかで切り替えなくてはと、8月には夏服になりました
が、まだまだ放射線への警戒度が高いことはわかると思います。
　先ほど、「こんな時だからできる教育、こんな時だからやらなくてはならない教
育があるのではないか」という話をしました。3つの小学校が入りましたので、「1
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つの教室を3つに分けて、それぞれの小学校ごとに授業をしてください」、「間に
衝立を立ててやってください」といった、ひどい指導もありましたが、特別な時に
は特別な対応があってもいいのではないかと思い、「1人の先生がメインとなり、
2人の先生がサブとなって、同じ教科を同じ時間にやってください」と言いました
(37)。同じ時間帯に、同じ科目の授業を行うことで、1学級として授業ができるわけ
です。
　これは、県の指導とは違うのですが、文部科学大臣が訪問した時に、「県の指
導ではないのですが、私の判断でやらせていただきました」と言うと、「いいじゃ
ないですか」と評価していただき、その後は正々堂々とやらせていただいていま
す。こういった工夫が現場では行われているのです。
　川俣町に学校を移設すると同時に、間借りではなく、自前の校舎を建てる準備
をしていきました(38)。2012年の4月5日には、小学校の仮設校舎が川俣町にで
きて、新しい校舎でスタートを切ることができました。4月9日には、福島市飯野
町に幼稚園ができてスタートしました。8月27日には中学校の仮設校舎ができて
スタートしています。預かり保育の施設も8月27日に飯野町に完成しました。1年
から1年4ヵ月くらい、間借りの生活でしたから、グラウンドも体育館も自由に使
えず、思うような教育ができなかったのですが、ようやく自前の我が家を持つこと
ができるようになったのです。
　これが幼稚園で(39)、こちらが小学校です(40)。真ん中にある2棟が小学校です。
右側が特別教室、左側が体育館、狭いながらもグラウンドがあります。先生も子
どもたちも、自分たちの学校で教育ができるという喜びを本当に実感したようで
す。この時の喜びようは大変なものでした。
　校舎は国の補助事業で建てましたが、体育館が国の補助の対象にならなかった
ので非常に困りました。体育館のない学校は考えられなかったので、県や国にお
願いしたのですが、許可が出ず、何とかならないかと粘りに粘って、県が耳元に囁
いてくれたのが、日本赤十字社でした。日本赤十字社にお願いして建てたのが、左
側の体育館です。体育館だけで約2億円かかりました。様々な方のご協力があっ
て、こういう形になったのです。
　これは中学校です(41)。長年使っていなかった川口電機の工場をリニューアルし
て、立派な学校になりました。中学校の事業を進めた時には、体育館も補助の対
象にしていただくことができたのです。幼稚園も小学校も中学校もそうですが、
約6,000㎡あり、除染をしなくてはならないため、約10cmの土を削り取って新
たな土を入れました。現在は0.2μsv/hほどです。福島市の学校は3～5cmほど
の土を削り取りましたが、まだ処分場がないため、校庭の一角に穴を掘って埋め
て、そこにシートを被せている状況です。福島市に建てた飯舘中学校も穴を掘っ
て埋めようかと思っていたところ、地域の人たちから「校庭に埋めてもらっては困
る」と反対があり、持っていくところがなかったのです。「トンパック」という1t入
る大きな袋で、1,500袋も出ました。土を持っていく場所がない、しかし子どもた
ちは新しい学校に入りたくて待っているという状況の中、やむを得ず、掘削した土
を福島市から飯舘村に運び、現在、野球場に仮置き場をつくって保管しています。
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後に中間処理場ができれば、そこに持っていく計画になっています。
　2011年度と2012年度の児童生徒数の推移です(42)。小さな子どもには放射能
の影響が強いということで、幼稚園児の数は半数近くになっています。就学率を
みると、小学校は2011年度が71％、2012年度は63％まで減りました。中学校
は2011年度が83％、2012年度は68％です。全体では、2011年度が71％で、
2012年度は61％です。新年度である2013年度の集計をしていますが、60％
を割り58％ほどになる予定です。絶対数も減っていますが、約6割の子どもたち
が村で設けた幼稚園、小学校、中学校に通っています。これは被災した市町村の
中では高いほうなのです。6割ほどの生徒を村の学校に通わせる努力はなんとか
続けていきたいと考えています。
■飯舘村の学校教育の課題
　今、飯舘村の学校教育の課題は色々ありますが、3つにまとめてみました(43)。
　1つは命と健康を守る教育。これは最善を尽くしていかなければなりません。放
射線教育を飯舘村でスタートしました。放射線に対する考え方がたくさんあり、
非常に難しいです。検証に検証を重ねて、放射線教育の計画書は2012年4月に
できましたが、スタートしようとした矢先、先生たちから70項目にわたる不安、
疑問、質問等が出されました。このまま授業に入るわけにはいかないということ
で、夏休みにすべての先生たちに参加していただいて、2日間の放射線教育に関
する研修会を開き、ようやく3学期から放射線教育に入ったところです。安心であ
るとか、大丈夫だとか、そういう言葉は使えません。色々と配慮し、2人のチーム
ティーチングで行い、アドバイザーとして専門家も付けています。そういった体制
で放射線教育を進めています。飯舘村だからやらなくてはならない教育だと思っ
ていますが、放射線教育は全国で取り組む必要のあるものだと感じています。放
射線教育はローカル教育であってはなりません。
　体力の向上も必要です。被災後、子どもたちの体型が変わり、太りました。小中
学校のすべてのクラスの平均体重が、全国平均を上回ったというデータが発表さ
れました。これには2つの理由があります。1つ目は外に出ることが少なくなった
こと。運動不足です。2つ目は食生活が変わったこと。福島市に避難した人は非常
に便利になり、コンビニ等にも頻繁に行くようになったのです。食生活が変わり、
運動不足になったことは、飯舘村が取り組まなくてはならない教育の課題の1つ
となっています。
　2つ目の課題は、教育環境の整備です。幼稚園、小学校、中学校、そして預かり
保育もできましたが、整備は行き届いていません。体育館を例にすると、この体育
館は天井が鉄板ですので、夏になると鉄板が熱せられて、中は40℃くらいになり
ます。とても体育をできるような状態ではないのです。そのため、2013年度の予
算に冷房装置を請求する予定です。それ以外にも、給食は隣町の伊達市にお願い
して、村の学校まで運んでもらっていますが、輸送に1時間かかるのです。四角い
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豆腐も丸くなってしまうような状況で、給食の温度も下がってしまいます。そのた
めに、村独自の給食センターの建設に着工しました。2013年6月頃から、自前の
給食センターで村の味を子どもたちに提供できるかなと思っています。施設・設
備の一層の見直しをやっていくべきだと考えています。
　また、子どもの99％は、避難先からスクールバスで通園・通学をしています。3
歳の子どもは、入園当初はまだオムツをはいている子もいますので、オムツを持っ
てスクールバスで幼稚園へ通うということもあります。約1時間～1時間半かかり
ます。現在、村のバス8台とチャーターした民間バスの計14台でスクールバスを
運行しています。2013年度から1時間以内で避難先から幼稚園や学校に来られ
るような運行にしようと、現在コースの変更を考えていますが、非常に難しいもの
です。学校を避難先に持っていくか、避難先を学校に近付けるか、どちらかなので
すね。現在は、避難先の住宅を学校の近くに建て、子育て世帯を中心に入ってい
ただけるように計画しています。ちょうど明日、避難先の住宅を建てる土地を購入
するかについて議会が開催される予定です。スクールバスの見直しは、喫緊の課
題になっています。
　就学援助制度の一層の充実も重要です。望んでこのような状況になったわけで
はありませんので、村でもできる限り、教育にかかる費用を軽減していこうと、幼
稚園、小学校、中学校の費用を、2013年度から限りなくゼロに近づける就学援助
制度の充実を図っているところです。たとえば幼稚園ですと、保育料、給食費、教
材費などがあり、国の就学援助制度もありますが、これを踏まえながら、村独自
の就学援助制度をつくっていこうと、現在取り組んでいます。
　3つ目の課題は、家庭・地域の教育力の再構築です。飯舘村のひとつの売りは、
自然が豊かであることですが、家庭・地域の絆の強さも挙げることができると思
います。震災を契機に世帯ごとに分かれましたので、家庭の絆が崩れ、地域の絆
もバラバラになってしまいました。学校の教育力の向上と同時に、家庭・地域の教
育力の向上も非常に大切なのです。これが両輪になりますから、両方あってこそ、
教育の充実を達成することができるわけです。家庭・地域の教育力が期待できる
ものではなくなってしまった中で、今はようやく落ち着いてきましたので、避難先
で新たな自治組織を立ち上げるところも増えてきました。そういった組織と協力
しながら、地域からも家庭からも子どもたちを支えていただければと願っていま
す。もちろん学校も一生懸命やります。避難先における家庭・地域の教育力の再
構築は2013年度あたりから取り組んでいきたいと思っています。
■原発事故からの学び
　原発事故から、何を学んだのか。振り返ってみると、色々と学ぶことの多い2年
間でしたが、とくに「幸せって何だろう？」と、みんなで議論することが多かったよ
うに思います(44)。結論としては、普通の、当たり前の生活ができることが幸せな
のだ。家族と一緒にいられて、水も飲める、空気も思う存分吸える、自分がつくっ
たものを食べられる、そういう普段の何気ない生活の中にこそ、幸せがあるのだ
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ということが、みんなで出した結論だったように思います。
　2つ目に、成熟した社会の生き方をもう一度、考え直す必要があるのではないか
ということです。大量生産、大量消費、モノの豊かさを追い続けてきましたが、日本
のように成熟した社会では、もう少し精神的な豊かさを求める生活に切り替えてい
くべきではないかと思っています。今回の震災を通して、飯舘村の村づくりの理念
である「までい」というものが、まさに今必要であるということを実感しました。
　3つ目に、教育の偉大さを再確認しました。とくに避難した人たちが忍耐強く、秩
序正しく物資を受け取る。ガソリンスタンドに並ぶ。外国のメディアが驚いていたと
いう話はみなさんもご存じかと思いますが、まさにそうでした。ガソリンや灯油が
不足していた時に、長蛇の車の列ができました。ですが、決してパニックにはなりま
せんでした。この民度の高さは教育の成果なのではないかと考えています。
　4つ目に、エネルギー政策を見直す必要があると思います。再生可能なエネル
ギーに転換していく必要があります。福島県は原発ゼロを議会で決議いたしまし
た。政権が変わったので少し心配な面もありますが、再生可能なエネルギーに転換
していこうと県として決しましたので、全国的にもそういう方向でいくべきです。
　5つ目に、エネルギーも地産地消であるべきです。自分で使うエネルギーは自分
で生産する、地方に危険なもの、望まないものを押し付けて、その恩恵を都会で
享受するという社会の構造を見直していかなければなりません。
■これからの福島
　飯舘村に来てくださる方々から「なにをお手伝いすればいいですか？」という質
問を受けますが、そのたびに私は、「被災者の立場になって考えてください。被災
者を正しく理解してください。マスコミだけではダメですよ。できれば自分の耳、
目、足で被災地を確認してください。正しい理解はいじめ、差別、風評被害をな
くす原点です」とお話ししています(45)。被災した当初は生活支援が必要ですし、
これから我々も同じような被災をした人たちには本気になって恩返しをしていき
たいと思いますが、今、思うことは、生活支援より自立支援が大事だということで
す。いつまでも生活支援を受けていると、被災民は依存してしまい、自立心がなく
なってしまいます。これは決して良いことではありません。生活支援から自立支援
へ切り替えていくべきではないかと思っています。
　2011年度の全国高等学校総合文化祭が、福島で開催されました。福島県内の
高校生からメッセージを募ったのですが、良いメッセージがありましたので、これ
を読んで終わりとさせていただきたいと思います(46)。
　「福島に生まれて、福島で育って、福島で働いて、福島で結婚して、福島で子ども
を産んで、福島で子どもを育てて、福島で孫を見て、福島でひ孫を見て、福島で最
期を過ごす。それが私の夢なのです。あなたが福島を大好きになれば幸せです」
　下から2行目の「それが私の夢なのです」。それが、私の願いであり、県民の願
いではないかなと思っています。
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質問者①　　飯舘村で放射線教育をしているというお話がありましたが、どのよ
うに子どもたちに伝えていく方針なのか、どういった人たちと共に活
動しておられるのかをお聞かせいただければと思います。
広瀬 　放射線教育は難しいというお話をしましたが、狙いは2つありまし
て、1つは子どもたちに放射線、放射能に対する知識を身に付けさせよ
うというものです。2つ目は、低放射線量の中で子どもたちが暮らさ
なければならない状況の中で、危険な場所は避ける、一種の生き延び
る力を身に付けさせようというものです。この2つの狙いで放射線教
育に取り組んでいます。
 　2012年度版として、「放射線教育指導計画」をつくりました。文科
省から出た補助教材もありますが、あれは全国どこでも使える内容に
なっていますので、飯舘村としては、地域化を図るためにそれぞれの小
学校、中学校の先生、アドバイザーの先生に入ってもらって、つくった
ものです。あえて年度を入れたのは、2013年度にもう1回見直しをし
ようという意味が込められているからで、現在、改訂版の作成を進め
ています。アドバイザーは東京医療保険大学の伴信彦教授です。先生
方の研修会、指導計画の作成にも関わってもらっています。
質問者②　　チェルノブイリなどの原発被害は、正しく報道され、正しく伝わって
いるものなのでしょうか？　正しい認識がなければ、どこがダメだ、あ
れがダメだとバラバラになってしまうと思うのです。そういったものを
貫くのが、科学的な真理であり、それに反すれば同じ事故が起こると
思います。私もかつて、兵庫県のある場所で工場を見てほしいと頼ま
れて測定したのですが、そこでは「少し間違えると爆発しますよ」と、
すぐに対策を立てるように話をしたのです。ところが、その3ヵ月後に
爆発事故が起こり、人が20ｍ飛ばされて即死でした。実験までして見
せても、みんなわかったと言っても、実際にやらないとそういう事故に
なるのです。原発事故はスリーマイル島でも各国でありましたが、それ
を伝えないのが、日本の政治や経営者なのだと思います。かつて日本
の鉱山でも、三井の夕張などで多くの人が亡くなりました。そういう時
に通産省などが真剣に聞いていました。今の役人がどれだけ真剣に取
り組んでいるのか、そのあたりを非常に疑問に思います。そういったこ
とに関してはいかがでしょうか。
広瀬 　たいへん難しい質問です。これはマスコミも含めて我々もそうです
が、放射能や放射線に関する知識はほとんどなかったのです。シーベ
ルトもシートベルトも区別がつかないというところからスタートして
いるわけですから。でも、震災以降、放射線に関する知識を学習する
機会がかなり出てきたのかなと思っています。ですから、これからも問
題はあると思いますが、過去の事例等も含め、放射能や放射線につい
質
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疑
大いなる田舎飯舘村に放射能が降った
80 大いなる田舎飯舘村に放射能が降った
大いなる田舎飯舘村に放射能が降った
て学ぶ機会をつくって、正しく放射能や放射線を怖がる努力をしてい
くのが、今後の課題だと思っています。
阿部 　最後に出された、福島の高校生のメッセージがありました。2012
年11月に講演してくださった天野和彦さんのお話（本書p.5～34）
でも、ある女子高生が「教科書も含めて学校に全て置いてきてしまっ
た。だから、それを取りに行くことが私の夢だ」と言っていたと聞きま
した。先ほどのお話もそうですが、切ない気持ちになったことを覚え
ています。
 　地域の絆が絶たれ、避難する中で新しいコミュニティができ、世代
や横のつながりも切られていってしまう。本来あった地域の絆がなく
なることで、教育力を含めた問題ということで、再生していこうと活動
していらっしゃるというお話がありました。避難されて色々な場所に
住んでいることで分断された絆が、自主的な組織が生まれることで回
復してきているということを、もう少し詳しく伺えればと思います。
広瀬 　地震・津波の場合、この問題を解決する時には一致団結して取り組
めるのです。しかし、原発事故の場合は、兄弟同士でも、親子でも、夫
婦でも意見が分かれてしまう面があります。ましてや地域や村全体と
なると、絆はズタズタに分断されてしまったのが現実です。混乱期は
そうでしたが、情報が村民にも行き渡ってきて、学習もしていますの
で、ようやく落ち着きを取り戻してきました。まだまだ6,200人の村
民が一丸となって、というところまでは行きませんが、ある程度のまと
まった方向性はできているのが現状ではないかと思います。
阿部 　放射性物質は目に見えるものではないので、感覚にはバラつきが
ある。私も福島から避難されている方々からお話を伺ってきました。
東北には、母子避難者が多いのです。ご主人だけ福島に残って、非常
に距離がある。ご主人が奥様と子どもの元に通ってくるのですが、だ
んだん頻度が少なくなってきたり、なぜ戻ってこないのかという面も
あります。避難すべきだという人もいるし、そうでない人もいるという
中で、どんどん意識の格差が広がってくる。あるいは一時、外に避難
されていた人が福島に戻ると、「あなたは福島を捨てていったじゃな
いか」という形で絆が絶たれてしまうこともあります。本当に二次、三
次、四次被害のようなものですね。
 　広瀬先生ご自身も当事者ですが、それ以外にも、いわれのない差別
があり、深く浸透していく面もあります。そういう中でジレンマもある
と思いますが、放射性物質に関して、今のライフスタイルという視点で
見れば、私たちも当事者です。地方に原発をつくって栄えてきた東京と
いう意味では、福島県の問題も、まさに当事者だと言えます。そういう
私たちがすべきこととして、先ほど、「正しく理解してほしい、見てほし
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い」という言葉がありました。東京で暮らす私たちの中には、福島の存
在を見ないようにしよう、過去のことだと思う人たちが増えてきている
ように思います。この差についてはどのようにお考えでしょうか。
広瀬 　福島県には200万人の県民がいますが、現在、16万人の県民が避
難しているわけです。望んで避難しているわけではないので、将来は
福島に戻ってくるだろうと思っていますが、避難先で支えていただき
たいという思いがあります。200万人の県民が一生懸命、原発と戦っ
ているのだと、放射能と戦っているのだという姿を示していくことが
必要なのかもしれません。我々は福島県から逃げ出すわけにはいきま
せん。福島県で生きていく覚悟でいるわけですから、県民ががんばっ
ている姿を伝えていくことが大事だと思っていますので、その姿を応
援していただく、理解していただければとお願いしたいです。
 　大丈夫かどうかと聞かれても、専門家ではないので断言はできま
せんが、大丈夫だろうと思いながら生活しているのが現状です。悲し
い話はたくさんあります。井伏鱒二の『黒い雨』ではありませんが、婚
約が破棄になったとか、福島県から納品された花火が打ち上げられな
かったとか、橋げたが使われなかったとか、福島でやった結婚式の引
き出物が高速道路のサービスエリアのゴミ箱が満杯になるくらい捨て
られていたとか……。そういう話を聞くと、非常に悲しくなります。き
ちんと福島の現状を理解していただくことが、福島を支援していただ
くための大きなエネルギーになるのではないかと思っています。
阿部 　「正しく怖がる」ということを、2011年にあちこちでお話したことが
あるのですが、放射線教育のここまでは明らかだけど、ここからはわ
からないという分野もあるわけですよね。政府が言っているように、
どこまで安全なのかということはひとまずおくとして、「正しく怖が
る」ための教育は必要だと思います。そういうことを進めていく中で、
エネルギー政策において日本に原発はいらないということを、福島の
方々が言っていく。同時に福島県以外にも原発はいらないという方が
大勢いるわけで、連帯して活動していくべきだと思います。
 　同時に、福島で暮らしている子どもたちは成長していきます。前向き
に育ってもらえると嬉しいのですが、子どもたちがなぜ自分は福島で暮
らしているのだろうかと疑問を持つようなことがあった時に、どうやっ
て前向きになってもらうために関わっていけばいいのでしょうか？
 　大人として、どうやって福島の子どもたちに関わっていけばいいの
でしょうか？
広瀬 　今、福島に残っている子どもたちは、生活する場所を選ぶことがで
きません。大人が起こした事故にどう関わっていくかという質問です
が、1つは徹底的に除染をしていくべきだろうと思っています。福島県
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は広範囲で汚染されていますが、特にそういう地区の除染を徹底して
やるべきです。飯舘村の場合には居住地区は2年、田畑は5年、山林は
20年かかると言われています。
 　2つ目は子どもの健康管理です。これも大人の責任できちんとやっ
ていかなくてはなりません。甲状腺検査の結果が新聞で公表されてい
ましたが、幸いにも今すぐ問題になるような数値ではなかったので安
堵しています。しかし、いずれにしても内部被ばく検査を継続して行っ
ていく必要があります。
 　3つ目は、知識が足りない、あるいは、間違った知識による差別もあ
るので、全国民で正しい知識を学んでいく放射線教育が必要だと思い
ます。福島のローカル教育ではなく、全国民が同じ土壌で、同じ知識を
放射線について学習することで、いわれなき差別、いじめ、風評被害
を防ぐことができるのではないでしょうか。この3つが大人としてやら
なくてはならない課題だと思っています。
阿部 　原発事故から学んだこととして、本当の幸せとは何か、成熟社会の
生き方、教育の偉大さというお話がありましたが、こういったことを飯
舘村から発信していくとしたら、どういった形が考えられますか？
広瀬 　原発事故は有史以来の大きな事故です。日本の歴史の中で、このよ
うな事故は皆無だったと思います。ですから、ここから学ばない手は
ない、これを活かさない手はないと考えています。どのように発信し
ていくべきかというお話ですが、生き様を色々な機会を設けて伝えて
いくということになるのではないかと思います。ただ無闇にやるので
はなく、専門家のアドバイスを受けながら、そして、こういう立ち上がり
方をしているという姿を伝えていければと思います。昔と違って、マス
コミや情報機関が発達していますので、そういうものを利用しながら、
福島県の生き様を全国に発信することが必要です。
阿部 　冒頭で見せていただいた飯舘村の写真ですが、会場の方々もおそ
らく万感の思いを抱いて見られたと思います。写真を見ながら思うの
は、福島の除染を含めた取り組みをやっていくと同時に、二度とこの
ような事故を起こさないことを共通の認識として持っておくことが必
要だということです。これからも、福島を風化させない、原発事故を風
化させないという取り組みを行っていきたいと思います。広瀬先生、
本日はありがとうございました。
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●今回の講演会に参加された理由等をご記入ください。
●学校教育に興味があったことと、村づくりに関心があった為、参加しました。
●広域避難者支援にボランティアとして携わっていたため、震災に対する知識を増やし、皆さんに寄り添う糧にしたいと
考えたため。
●福島原発事故について正しく知りたい、実際に被害に遭われた現地の方々の生の声をきちんとお聞きしたいという思
いで参加させて頂きました。
●福島の現状について聞きたいから。飯舘村に興味があったから。
●以前に宮城県、岩手県の被災地を見学し、情報を集めていたが、一番の被害である福島県の被災地の情報等を聴きた
く参加させて頂きました。
●子どもにとって何が幸せなのか、判断する材料を得たい。
●福島のことを忘れないための機会として参加しました。
●2012年の夏に被災地（福島）の動物保護団体でボランティアをした際に、飯舘村に残されたペットたちにエサをあげ
るため飯舘村に訪問したため。そこで見た景色が忘れられません。
●1回目の講師の方が、是非2回目の方の話を聴いて欲しいと言われたから。また、飯舘村そのものに興味があったから。
●飯舘村に震災後に何度か行くことがあり、教育長さんの話を伺いたいと思いました。
●原発事故に関わる見えない実態をより広く知るため。
●講演会のご感想、ご意見等をご記入ください。
●放射線教育の難しさが分かった。
●放射線について知識が浅い方や関心がなくなりつつある方は全国的に少なくないと思うので、放射線教育をローカル
に留めるのではなく、全国で行なうべきという考え方に共感しました。ただ、その方法に偏りが出ないよう国で決めるこ
とが必要なのではと考えます。川俣で生徒を受け入れてもらい、その時に「できないことを考えるのではなく、今だからで
きることを創意工夫する、宝もの（探し？）教育を」と先生方に広瀬さんが提示されたお話、素敵だなと思いました。
●震災当日のお話から避難の状況、村外での学校の再建のご努力に至るまで様々な課題についてお話をお聞きすること
ができ、ありがとうございました。「多くの災害が皆、一致団結して向かえるのに、原発については家族の中でさえ意識が
分かれ、絆が分断されていく」ということの難しさ、困難さ、また「エネルギーも地産地消で」というお話が非常に心に残
りました。これからも考え続けていくこと、知り続けていくことを忘れてはならないのだという思いをあらためて強くしま
した。
●本当に心に迫るお話でした。私には原発事故について「直接の経験」はありません。でも、今日の講演会に参加したこ
とで、広瀬さんの経験のほんの少しでも共有し、「自分ごと」として考える・行動する一人になる努力をしていきたいと思
いました。
●現場でひとつひとつ取り組まれ、前に進んでこられたことが言葉やお話からにじみ出て、何より尊いものを感じまし
広瀬要人氏　講演会　アンケート
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た。この状況だからこそ、本質的な“までい”にいきつくことになる。改めて気づかされた気持ちです。ふくしま総文の
メッセージはすばらしいですね。全国の場所場所で自らの地をあてはめて読まれてほしいと思いました。
●前回、今回のお二人の話で自分も同じ立場にあることが解った。今まで自分は被害者ではないと思っていたのは間違い
だと感じた。
●知らなかった現状を聞けて良かった話がたくさんあった。
●被災をして、避難をして、それで解決なのではなく、そこから派生してくる被害が多くあり、被災者の立場に立って、この
問題を解決するためにはどう行動をしていけばよいか、改めて気付かされた思いになりました。
●飯舘村の教育のあり方・方針を聴いて良くわかったが、問題はこれからどのように変わっていくかシミュレーションが
立たないように思う。子どもたちが少なくなっている現状をもっと政府に訴えていったらどうか。村を訪ねてみないと
我々には分からないことであるが、最後に話された「私の夢」の詩の内容をどう実践していくか・・・かなり困難なテーマ
に思える。美術館の絵でさえ福島に貸し出しを渋るという話も聞いているが、子どもたちの教育は大切である。
●知らないことがたくさんあることに気がつきました。全てのお話がとても勉強になりました。被災地には私たちが知ら
ない事実がたくさんあり、また新たな取り組みがなされているということに少し安心しました。“私たちには何ができる
んだろう”とまた考えさせられました。
●広瀬先生のご苦労を知れてよかった。また一年後どうなったのかお話を聞きたいと思った。
●刻々と変わっていく状況に刻々と対処する光景がよく見えました。リーダーの力を感じました。
●飯舘村の震災前の様子、原発事故の経過、今の取り組みをわかりやすくご説明いただき、とても貴重な機会となりました。
●人心を纏め原発事故以前の心的状態に戻すには、何かまだ不足しているようにとれます。立ち直るにはまだ時間を要
するのではないでしょうか。改めて原発事故の傷の深さが解された。より正しい放射能についての知識の共有が必要で
はないでしょうか。
広瀬要人氏　講演会　アンケート
